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序 文

序 文

上津島集落の東側には、かって低地部の悪水対策のために設けられた用排水路が、趣

きもあらたに新豊島川親水水路として整備され、市民の憩いの場所となっている。当時

としては地面を切り通しただけのこの簡素な水路岸辺から、地元民の手によつて弥生土

器や土師器が採集されたのは、豊中市史が発刊された昭和36年以前のことと記憶する。

顧みると、この土器の採集から数10年後、昭和58年に行った大阪府営住宅建設工事に

伴う上津島南遺跡の発掘調査が、この地域におけるはじめての本格的な発掘調査であっ

た。この調査では、弥生時代の土器、奈良時代の掘立柱建物群や方形井戸、平安時代の

土器集積土坑など多数の遺構を検出し、あらためてこの地域が弥生時代から平安時代ま

で、長期にわたり集落が継起した重要な地域であったことを明らかにしたのである。

さて今回の上津島遺跡における調査は、狭盗な範囲ではあったが、古墳時代の竪穴住

居、祭祀を物語る滑石製模造品のほか、中世の掘立柱建物跡や「蘇民将来」の木簡など、

各種の遺構、遺物を検出した。とくに古墳時代の流路からは、当遺跡がまるで木器の製

作場所であったかと思われるほど多くの木器、未製品が出土した。鋤、泥除けなどの農

耕具、鞘木、鞍などの武器、馬具のほか、祭祀に使用されたと考えられる刀形の木製品

など注目すべき数々の遺物から、この遺跡が古墳時代の豊中にあって、木器の製作や祭

祀に関わる重要な遺跡の一つであったと認識することができるであろう。

最後に、調査に際して多大なご協力をいただいた土地所有者をはじめ、施工業者、近

隣住民の皆様方のほか、続く悪天候にもかかわらず、最後まで現地作業に従事していた

だいた多くの調査員、調査補助員の諸君に対し、哀心より謝意を申し上げたいと思う。

平成 9年 3月 31日

上津 島遺跡調査 団

団長 亥 野  彊

私たちの住む豊中市は、緑なす千里丘陵と猪名川の流れに育まれた沃野の地にありま

す。この地に人が住み始めたのは今から約二万年前、氷河期の最後にあたる旧石器時代

後期のことと考えられています。その後、気候の温暖な縄文時代前期を迎えると、海面

は今よりも上昇し、曽根段丘のあたりまで海水が及んだと考えられています。この大き

く拡大した海に流れ込む太古の猪名川は、北部の山から多量の上砂を運んで、海を徐々

に埋め立て、やがて服部や庄内など現在の平野部を形成しました。ここに報告する上津

島遺跡は、この厚い沖積層に覆われた平野部に営まれた遺跡の一つであります。

さて当報告書は、民間の共同住宅建設に先立つ緊急発掘調査の記録です。古墳時代か

ら中世にかけて営まれた数々の生活の痕跡は、先人たちが当地において、幾度かの洪水

を経験しながら自然環境の変化にうまく適応しつつ、永らく暮らし続けたことを物語っ

ています。このことは現代に生きる私たちにとっても、自然や身近な環境のあり方を考

える上で、大切なことを教えてくれているように思います。

現地での調査からすでに4年の歳月が経過して、ここにようやく報告書という形で基
礎資料の刊行ができました。今後この資料をもとに研究が深められ、上津島の歴史の一

端が明らかにされることを期待いたしますとともに、本書が郷土豊中の歴史に対する市

民の皆様のご理解の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、調査を指導された亥野団長をはじめ、土地所有者、調査関係者
の皆様方に対し、心より厚く御礼申し上げる次第です。

平成 9年 3月 31日

豊中市教育委員会

教育長 栗 原 有 史
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豊中市教育委員会は、現地調査について指導、協力を行った。

3.現地調査は、上津島遺跡調査団団長亥野 彊 (神戸国際大学講師)の指導のもと、社会

教育課職員服部聡志が担当した。
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員を以下に記す。

(現地作業) 竹谷俊彦、水野 豊、岡林孝之、藤井信之、吉村達夫、今村 浩、
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5.本書の作成にあたり、下記の方々にご協力をいただいた。ここに芳名を記し、感謝の
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